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目的　 ビ タミンB  6 栄 養状態 の指 標として一般に 用いら れている方法 の１つに尿中ピ リ

ド キシ ン酸（PiA    ）排泄量の 測定が ある。　 一日排 泄量として一定レベ ル以上 ならば

B 6 栄養状態 を良 好と みなす方 法、 体重当たりPiA 量、尿中 クレ アチニ ン当たりPiA 量、

尿中総窒 素当 たりPiA 量で示 す方法 などさまざ まの評価 法が取ら れてい るが、身 体のB  6

栄 養状態を表 すのに何 が最も適切で あるかについ ては不明瞭 のま’まであ る。そこで我 々は

この点 を明ら かにする ために実’験し た。

方法　 ビ タミンB  6 は摂取 たん白 質量の増大に 伴いその 要求量 が増すと言 われて いるの

でラ ットにカ ゼインレ ベルの異なる 食餌を投与し たときの尿中PiA 排泄 量を比 較し た。ラ

ット はウィスタ ー系雄 ラット で７～８ 週齢のも のを実験に 供し た。10%,  20%､40% と異なる

カゼイ ンレ ベルの食 餌に1kg 当たりピ リド キシン塩酸塩で4ng 添 加して４～８ 週間飼育

後、エ ーテル麻酔下採 血し て屠殺 処理し た。 飼育 期間中 にガラス製メタボリックケ ージに

て24 時 間尿を集めPiA 量｡、クレ アチ ニン量 、総窒 素量 の測 定を行った。

結果　40% カ ゼイン食群は20% カゼ イン食群に比 べ、一日尿中PiA 量では差がないが 、

総窒 素当たりPiA 量 で54% に、 クレ アチニ ン当たりPiA 量で88% に低下していること がわ

か った。一方血液中 のB  6 含量 を測定し た結果、赤 血球、血漿中のピリド キサ ール十ピ リ

ド キサ ールリ ン酸 量は両群で差 がなく 、血液中の変化 に先んじ て尿中PiA 量に影響 の出て

く ることが わかっ たが、現在 もう少し 明確な差異を実 験的に証明するため、たん白質を 更

に多 くし た食餌 条件での尿中　PiA量と 血中B  6 量の動 態について検討中である。
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目的　 妊娠時 のタンパク質栄養については、質、量ともに母子に大きな影響を及ぼすこと

が動物に関して報告されている。演者らは妊娠時の植物性タンパク質栄養に関して種々の

動物実験を行ってきたが、本研究では、タンパク質源 として小麦グルテンを用い、タンパク

質レベル何%で妊娠維持、分娩が可能であるか、また小麦グルテンに第一制限 アミノ酸であ

るリジンを補足した場合、母体及び新生子に及ぼす影響に改善が見られるかを検討した。

方法　ll 週齢のWistar 系ラットを無作為に9 群に分け、妊娠全期間を通して小麦 グルテン

を タンパク質レベルでi%､lOX､20%､30 駕含む食餌、並びに各々にリジンを添加した食餌及び

対照群として精製全卵タンパク質lOX 食を投与した。新生子については、出生日の体重、臓器

重量を計測し、肝臓、脳及びカーカス中のタンパク質量と核酸量を定量した。

結果　 小麦グルテン食群においては、いずれも妊娠維持、分娩は可能であったが、 タン

パク質レベル5%､lO% では死産が見られ、リジン補足により改善が見られた。母ラット の体重

変化、体重増加量、飼料効率などから、リジンを補足しない群では タンパク質レベル20%

以上で、リジン補足群ではlOX 以上で対照群とほぼ同様に良好な出産状況が得られた。

新生子については、出生日の体重は、タンパ ク質レベル20% およびzo% にリジンを補足した

群以外はいずれも対照群より有意に軽量であった。各臓器重量ではタンパク質20% 以上のレ

^゙ ルにおいては対照群とほとんど変わらなかった。　脳、肝臓、カーカス中のタンパク質量、

DNA量、KNA量は肝臓、カーカスでは対照群に比べて5% 群およびlo% 群で有意に低く、脳では5罵

群で低い傾向が見られた。
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